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研究成果の概要（和文）：本研究では、秋播性コムギ品種「きたほなみ」における窒素追肥の最適な時期を検討
し、収量と子実タンパク質含有率の向上を目指した。研究結果から、幼穂形成期以降に窒素追肥を遅らせること
で、穂数が抑制され、子実タンパク質含有率が増加することが確認された。この栽培方法は、「きたほなみ」の
品種特性を最大限に引き出す新たな栽培方法として、国内外のコムギ生産に重要な知見を提供するものである。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to optimize the timing of nitrogen topdressing for the 
winter wheat variety 'Kitahonami' to improve yield and grain protein content. The results indicated 
that delaying nitrogen topdressing from the spike formation stage onward suppresses the number of 
spikes and increases grain protein content. This cultivation method maximizes the characteristics of
 'Kitahonami' and provides valuable insights for wheat production both domestically and 
internationally.

研究分野：作物学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、秋播性コムギ品種「きたほなみ」における窒素追肥の最適な時期を明らかにし、収量と子実タンパク
質含有率の向上を実現した。これにより、コムギ生産の効率化と品質向上に貢献し、農業経営の安定化と食料自
給率の向上に寄与する重要な知見を提供する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本のコムギ生産において、秋播性コムギ品種「きたほなみ」は、国内のコムギ生産量の 5割

以上を占める重要な品種である。「きたほなみ」は旧品種「ホクシン」と比較して高品質かつ収
量性が高く、穂数の多さと小花稔性の向上によりシンクサイズが大きいことが多収要因として
挙げられる。さらに、葉が直立して受光態勢が良いため、生育後半まで乾物生産を高く維持でき
ることが知られている（笠島ら 2016、Kasajima and Araki 2020）。  
従来の栽培方法では、4月上旬の起生期に窒素追肥を行い、越冬後に必要な茎数を確保するこ

とが一般的である。しかし、この方法では「きたほなみ」の穂数過多による過繁茂やソース・シ
ンクバランスの不安定化を招き、結果的に収量の低下や子実の登熟不良、倒伏のリスクが高まる。
このため、「きたほなみ」の品種特性を最大限に活かす新しい窒素追肥方法の確立が求められて
いる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、秋播性コムギ品種「きたほなみ」において、窒素追肥の時期を最適化するこ

とで、収量および子実タンパク質含有率の向上を図ることである。従来の起生期に窒素追肥を行
う方法では、穂数過多による過繁茂やソース・シンクバランスの不安定化が問題となっていた。
本研究では、窒素追肥を起生期から幼穂形成期以降に遅らせることで、これらの問題を解決し、
「きたほなみ」の草型に関する品種特性を最大限に引き出す栽培方法を確立することを目指す。 
 
３．研究の方法 
本研究では、秋播性コムギ品種「きたほなみ」に対して、窒素追肥の時期を最適化することで

収量および子実タンパク質含有率の向上を図るため、以下の方法を用いて研究を行った。 
 
(1) 試験圃場と供試品種 
試験は 2021/2022 年および 2022/2023 年に、網走市呼人の試験圃場（泥炭土）で実施した。供

試品種は秋播性コムギ品種「きたほなみ」を使用した。 
 
(2) 播種と施肥 
播種は 2021 年 9 月 22 日および 2022 年 9 月 16 日に行い、播種量は 200 粒/m²とした。基肥と

して、N:4.8g/m²、P₂O₅:15g/m²、K₂O:4.8g/m²を全層施肥した。 
 
(3) 追肥処理 
起生期に窒素成分で 6g/m²を施肥し、幼穂形成期および止葉期には施肥しない 6-0-0 区、およ

び起生期には施肥せず、幼穂形成期と止葉期に窒素成分でそれぞれ 3g/m²を施肥する 0-3-3 区の
2 処理を設けた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
起生期、幼穂形成期、止葉期の具体的な日付は以下の通りである： 
 
2021/2022 年： 
  起生期    ：2022 年 4 月 12 日 
  幼穂形成期：2022 年 5 月 6 日 
  止葉期    ：2022 年 5 月 27 日 
 
2022/2023 年： 
  起生期    ：2023 年 4 月 6 日 
  幼穂形成期：2023 年 5 月 1 日 
  止葉期    ：2023 年 5 月 26 日 
 
(4) 試験区の設定 
試験区は両年度ともに 3 反復分割区法により配置し、1 区当たり 6 畦とした。畦長は 4m、条間

20cm とした。 
 

処理区ごとの追肥量（窒素成分 g/m2）

起生期 幼形期 止葉期

6-0-0区 6 0 0

0-3-3区 0 3 3



(5) 調査項目 
穂数、器官別・部位別乾物重、収量、収量構成要素、子実タンパク質含有率を調査した。2022/2023

年のサンプルについては子実と止葉の窒素含有率を測定した。 
 
(6) 収穫と分析 
収穫は両年度ともに 7 月下旬に行い、1 区当たり生育が中庸な 1m の畦を 4 箇所地際から刈り

取り（1m×0.2m×4 箇所＝0.8m²）、自然乾燥させた後、脱穀および唐箕を行い、子実重を測定し
て粗原収量を求めた。子実タンパク質含有率は、穀物用近赤外成分測定装置を用いて測定した。 
 
 
(7) データ解析 
得られたデータを統計的に解析し、各処理間の差異を明らかにするために分散分析を行った。

また、各試験年次の結果を比較するために、年次間のデータを統計的に解析した。 
 
４．研究成果 
 粗原収量、一穂粒数、整粒歩合、千粒重、子実タンパク質含有率は、2022/2023 年が 2021/2022
年よりも有意に小さく、穂数も同様の傾向が見られた。子実タンパク質含有率は、両年次とも 0-
3-3 区が 6-0-0 区よりも高く、両年次平均すると 1.1 ポイント有意に高かった。粗原収量と穂数
は両年次とも 0-3-3 区が 6-0-0 区よりも減少する傾向がみられた。 
 乾物重は両年次とも 0-3-3 区において乳熟期から成熟期にかけて増加した。止葉の窒素含有
率は、乳熟期では 6-0-0 区に比較して 0-3-3 区の方が高く、成熟期にかけて同程度まで減少し
た。子実の窒素含有率は、0-3-3 区の方が乳熟期、成熟期ともに高く、乳熟期から成熟期にかけ
ての減少程度は低かった。 
 以上より、「きたほなみ」の窒素追肥時期を幼穂形成期以降に遅らせることで穂数が抑制され、
大幅な減収もみられず、子実タンパク質含有率は 1 ポイント以上増加した。また、0-3-3 区では
乳熟期における葉身の窒素含有率が大きく増加し、成熟期にかけてこの窒素が子実へと転流す
ることで、子実の高タンパク化に寄与したと考えられた。 
 本研究成果は、窒素追肥の時期を適切に調整することで、「きたほなみ」の収量および子実タ
ンパク質含有率を向上させる新たな栽培方法の確立に寄与するものであり、国内外におけるコ
ムギ生産においても重要な知見を提供するものである。 
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